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研究要旨 
本分担研究においては、自治体行政のエイズ担当者も研究協力者として加えることで、各地域の行

政と連携しやすい仕組みを作った。そして、各分担研究者の研究を連携させることで、検査の質を丁

寧に高めていき、そのまま事業としての実効性をもって機能させていくことが可能となるような研究

を計画した。初年度から２年目にかけては、東京を中心とした受検勧奨の研究を行うことで、今後の

自治体モデルを構築していく上で基本となる研究体制を確立した。これまでの検査体制で受検勧奨を

行いにくい検査対象者としては、地方の MSM、年齢の高い層の MSM、異性間の感染者、外国人な

どが挙げられる。現在、地方県も複数選択して加えることで、地域にあった受検勧奨の方法を更に検

討していく計画も開始している。 
【研究①】梅毒啓発を利用した新たなＨＩＶ受検勧奨法についての検討 

TPLA/TPHA などの TP 法の検査による梅毒の既往感染率を評価したところ、拠点病院における新

規 HIV 感染者の調査では、梅毒の既往感染率は約 30%と全国的に極めて高い数値となっていた。ま

た、上野で行った即日検査会での調査では、HIV 陰性の MSM における TPLA 陽性率は 13.3%であ

った。そして、南新宿検査・相談室の、エイズ月間事業(6 月・12 月)の HIV 陰性者における梅毒既

感染率は約 5%となっていた。さらに、郵送検査会社 A における梅毒検査を調査したところ、2016
年の梅毒既感染率は 1.4%であることが判った。 
このような結果から、梅毒の既往感染率を利用した HIV 受検勧奨の有効性が示唆された。本調査

によって得られた梅毒の既往感染率を基準とすることで、より鋭敏に保健所検査や即日検査会におけ

る HIV 検査の質を評価することも可能であると考えられた。今後は、梅毒の既往感染率を HIV 検査

の目安とすることによって、保健所の検査を、量的な評価から、質的な評価へと転換していくような

計画を立てる予定である。 
【研究②】ゲイ向け出会い系アプリを利用した南新宿検査・相談室への受検勧奨 
東京都と連携して、ゲイ向けの出会い系アプリを利用した、HIV 検査と梅毒の受検勧奨を行った。

さらに、その啓発ページから、南新宿検査・相談室へネット上で直接予約が可能なシステムを利用す

ることで、実際の検査に繋げる試みを行った。その結果、HIV 検査と共に、梅毒検査も行われてい

る曜日から予約が全て埋まっていることが明らかとなった。本調査においても、梅毒啓発と関連づけ

た HIV 受検勧奨が有効であるということが示唆された。 
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A.研究目的 
  HIV 感染症の早期治療によって、エイズ発症

や長期合併症を防ぐことで患者の予後を改善す

ることだけでなく、二次感染の予防にも繋がるこ

とも示されたことで、これまで以上に早期診断が

求められるようになってきた。しかし、我が国に

おける診断の遅れは、今も深刻な状況が続いてお

り、新規 HIV 感染者の約 3 割がエイズ発症をき

っかけに診断されているのが現状である。このよ

うなことから、検査体制の更なる取組の検討は、

我が国の HIV/AIDS 対策における喫緊の課題と

なっている。 
 早期診断には、より効果的な検査手法を組み合

わせ、質の高い検査を拡大していくことが必要で

ある。そして、各地域の状況に合った、長期的な

戦略をもった検査体制を構築することが求めら

れる。本分担研究においては、研究代表者自身が

研究を担当して、自治体行政のエイズ担当者を研

究協力者に加えることで、各地域の行政と連携し

やすい仕組みを構築する。さらに、各分担研究者

による研究を連携させることで、より効果的な受

検勧奨を総合的に検討できる体制をつくること

とした。各分担研究者の調査・研究によって得ら

れる｢検査所の利便性向上｣、｢受検アクセスの改

善｣、｢HIV 診断検査の充実｣などの成果を取り入

れながら、検査の質を丁寧に高めていき、そのま

ま事業としての実効性をもって機能させていく

ことが可能となる。また、研究の経過においては、

疫学的な評価や効果予測を行うことで、検査戦略

を向上させていくことができるようにした。(図
１) このように、自治体と連携した検査体制のモ

デルを構築していくことで、我が国の現状に合っ

た、より質の高い検査体制を整備していくことを

目指している。 
 
 
 
 
 

B.研究方法 
1. 自治体の特徴に併せた検査モデル構築の検討    

各自治体の特徴にあわせた検査モデルを確立

するために必要な、自治体モデル構築のための研

究体制を検討した。初年度から２年目にかけては、

東京都の自治体モデル構築を進めるために、行政

のエイズ担当者、コミュニティセンター、他の分

担研究との情報交換や連携を開始した。そして、

東京における検査の現状を把握すると共に、より

質の高い検査を行えるような検査体制の構築を

目指した検討も行っている。 
これまでの検査体制で受検勧奨を行いにくい検

査対象者としては、地方の MSM、年齢の高い層

の MSM、異性間の感染者、外国人などが挙げら

れる。現在、地方県も複数選択して加えることで、

地域にあった受検勧奨の方法をさらに検討して

いく計画もすすめている。 
2. ＜研究①＞梅毒啓発を利用した新たなＨＩＶ

受検勧奨法についての検討 
（１）駒込病院の新規 HIV 感染者における TPL

陽性率 
東京都立駒込病院の、2010 年～2015 年の新規

HIV 感染者における TPLA 陽性率を調査するこ

とで、HIV 陽性者における近年の梅毒既往感染率

の推移を確認した。 
（２）上野における MSM 向け即日検査会の

TPLA 陽性率 
MSM の分担研究(本間)が実施した、上野におけ

る MSM 対象の即日検査会での検査結果より、

HIV 陰性者における梅毒 TPLA 陽性率を算出し

た。 
（３）全国拠点病院調査による新規 HIV 感染者

の梅毒既往感染率 
全国の拠点病院を対象に、2015年に受診した新

規 HIV 感染者数と、そのうち TP 法による梅毒検

査の陽性者数を調べるためのアンケート調査を

行った。各拠点病院からの回答を基に、新規 HIV
感染者における全国ブロック別の梅毒既感染率

を算出した。 
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（４）南新宿検査・相談室の HIV 陰性者におけ

る TPLA 陽性率 
東京都健康安全研究センターにて検査を行っ

た、2013 年～2016 年のエイズ月間事業(6 月・12
月)の南新宿検査・相談室における検査結果によっ

て、HIV 陰性者における TPLA の陽性率を確認

した。 
（５）東京都の保健所における梅毒既往感染率

の調査 
東京都における複数の保健所で、HIV 検査と共

に行われている梅毒検査について、その梅毒

TPHA 検査の陽性率を確認した。 
（６）郵送検査における梅毒 TPHA 陽性率 

代表的な郵送検査会社のデータをもとに、現

在一般的に利用されている郵送検査における梅

毒 TPHA 検査の陽性率を確認した。 
 
3.【研究②】ゲイ向け出会い系アプリを利用した

南新宿検査・相談室への受検勧奨 
東京都の事業との連携により、ゲイ向け出会

い系アプリを利用した南新宿検査・相談室への

受検勧奨を行った。 
１）南新宿広報におけるゲイ向け出会い系アプリ

に、検査啓発のバナーを掲載した。 
（掲載地域：東京都内、掲載期間：1 月 26 日～2
月 11 日東京都内） 
２）検査啓発のバナーから、南新宿検査・相談

室の予約画面へのリンクするように設計。 
３）アプリ掲載のバナーへのアクセス数、南新

宿検査・相談室の予約画面へのアクセス数を調

査する。 
４）予約画面から、実際に南新宿検査・相談室

への受検予約を入れた人数を調べた。 
 
4. MSM 分担研究が企画した即日検査会の調整 
 MSM の分担研究(本間)が計画した、上野におけ

る MSM 対象の即日検査会を実施するために、台

東区保健所で開催するために必要な運用方法な

どの提案と、行政担当者と連携するための調整な

どを行った。検査会においては、検査の質的な評

価分析のための梅毒検査も追加した。梅毒検査の

結果は、迅速検査によって当日本人へ結果を伝え

るとともに、東京都健康安全研究センターにて

TPLA 法による検査も行った。 
（実施した即日検査の方法や結果等の詳細につ

いては、分担研究｢MSM およびゲイ・バイセクシ

ャル男性の HIV 抗体検査受検行動につながる支

援｣(本間)の報告書参照） 
 
5. 保健所等における梅毒啓発を利用した HIV 受

検勧奨 
 東京都の担当、保健所、医師会等との連携によ

り、流行している梅毒啓発の啓発研修等を開催し、

その機会を利用して HIV 検査の受検勧奨も行っ

た。また、「保健所における HIV 検査・相談の現

状評価と課題解決に向けての研究(土屋)」との協

力によって、東京の保健所における梅毒検査の導

入推進と情報発信を行った。 
 
(倫理面への配慮) 
本分担研究においては、各研究内容の必要性に

応じて、東京都立駒込病院の倫理審査にて承認さ

れている。また、連携する分担研究においては、

分担研究者が所属する施設の倫理審査にて承認

を受けている。 
 
C.研究結果 
1. 自治体の特徴にあわせた検査モデル構築の検

討 
 本研究においては、研究協力者として自治体行

政のエイズ担当者が参加することで、より円滑に

様々な研究をすすめながら、事業としても運用可

能な体制を整える方針を決定した。そして、来年

度以降に開始する地方自治体モデル構築のため

に、対象とする都道府県毎に以下のようなメンバ

ーを協力者として研究をすすめる計画を立てた。 
（１）各自治体行政のエイズ担当者 
（２）エイズ中核拠点・あるいは拠点病院の 
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医師 
（３）保健所の検査担当者 
（４）コミュニティーセンターや NPO 
（５）結果の分析・評価のための疫学者 

初年度から２年目にかけては、東京都の自治体

モデル構築を進めるため、東京都福祉保健局健康

安全部感染症対策課のエイズ対策担当者が研究

協力者として参加することになった。また、MSM
中心を対象とした受検勧奨をすすめるために、

｢コミュニティセンターakta｣との情報交換や連

携を行っている。MSM の分担研究(本間)が計画し

た上野における即日検査会においては、本分担班

が自治体との調整等を行った。 
また、本年度より地方自治体における検査モデ

ルの構築へ向けて、集中的に研究介入を行う地

方県の選定を開始している。 
 
2. ＜研究①＞梅毒啓発を利用した新たなＨＩＶ

受検勧奨法についての検討 
（１） 駒込病院の新規 HIV 感染者における

TPLA 陽性率（表１） 
 HIV 感染者においては、梅毒の既往感染率が高

いことが知られている。東京都立駒込病院での、

2010 年～2015 年の新規 HIV 感染者における

TPLA 陽性率を調査したところ、平均 37.1%(33.0
～46.2)で推移していることがわかった。 
（２）上野における MSM 向け即日検査会の

TPLA 陽性率（表２） 
 前述した上野(台東区保健所)における MSM 向

けの検査会では、94 人の MSM が参加して 4 人

(4.3%)が HIV 陽性という結果であった。HIV(-)と
判定された MSM90 名のうち TPLA 陽性者数は

12 名(13.3%)であった。 
（３）全国拠点病院調査による新規 HIV 感染者

の梅毒既往感染率（表３） 
 拠点病院の新規ＨＩＶ感染者(2015 年)におけ

る梅毒既感染率に関する全国アンケート調査を

実施した。アンケートは 382 施設の拠点病院に送

付し、返送数は 200 施設(回答率 52.4%)、対象と

なった新規HIV感染者数の総数は 1399人であっ

た。一部、転院例なども含まれることが予想され

るが、通院患者数の比較的多い病院の多くが回答

していた。（参考：2015 年の全国における新規

HIV 感染者は 1434 人と報告されている。） 
今回の全国拠点病院における調査の結果、新規

HIV 感染者 1399 人のうち、梅毒既往と考えられ

る TP 法の陽性者数は 436 人(31.2%)であった。

この調査結果をブロック地域別にみると、東北

(16.1%)、中四国(23.8)と比較的低い梅毒の既感染

率であった以外は、どのブロック地域においても

30%前後以上の結果となっており、最も高い既往

感染率を示したのは近畿(39.0%)であった。 
（４）南新宿検査・相談室の HIV 陰性者におけ

る TPLA 陽性率（表４） 
 南新宿検査・相談室で HIV 検査を受け、HIV(-)
と判定された受検者おける TPLA 陽性率を、東京

都健康安全研究センターでの協力で行った。その

結果、2013 年～2016 年のエイズ月間事業(6 月・

12 月)では、同検査所で受検した HIV 陰性者にお

ける梅毒既感染率は約 5%となっていた。 
（５）東京都の保健所における梅毒既往感染率

の調査（表５～７） 
 複数の都内保健所における梅毒 TPHA 検査の

陽性率(2016 年)を調査したところ、F 保健所 
1.3%、K 保健所 2.3%、S 保健所 2.3%と、東京都

内でも地域によって陽性率が大きく異なってい

ることがわかった。 
（６）郵送検査における梅毒 TPHA 陽性率（表

８，図２） 
増加傾向となっていることが判明した。代表的

な郵送検査会社 A における梅毒 TPHA 検査の陽

性率を確認したところ、2016 年の梅毒 TPHA 陽

性率は 1.4%であった。また、2010 年～2016 年に

おける梅毒 TPHA 陽性率の推移では、この数年間

で徐々に増加傾向となっていることが判明した。 
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3.【研究②】ゲイ向け出会い系アプリを利用した

南新宿検査・相談室への受検勧奨 
南新宿広報におけるゲイ向け出会い系アプリ

に、検査啓発のバナー広告(図３)を掲載した。バナ

ーの掲載地域は東京都内に限定し、掲載期間は 1
月 26 日～2 月 11 日とした。 
検査啓発のバナーから、南新宿検査・相談室の

専用予約画面へのリンクできるように設計。そ

の専用予約ページから、実際に検査予約を入れ

た数と、通常の予約数を集計した。 
図４は、2 月 15 日時点でのインターネットから

の予約数をまとめたグラフである。南新宿検

査・相談所におけるネット予約の枠は、1 日の上

限が 35 人となっている。また、水曜、土曜、日

曜には、HIV 検査とともに梅毒検査も受けるこ

とが可能である。 
このグラフに示されているように、南新宿・検

査相談所においては、梅毒検査も行われている

水・土・日からネットからの予約枠が埋まって

いることがわかった。 
 
4. MSM 分担研究が企画した即日検査会の調整 
 MSM の分担研究(本間)が計画した上野におけ

る MSM 対象の即日検査会を実施するために、台

東区保健所で開催するために必要な運用方法な

どの提案を行った。また、行政担当者と連携する

ための調整など、研究計画の進行していくバック

アップを行った。また、梅毒を利用した受検勧奨

と検査の質的な評価分析のため、即日検査会では

梅毒検査も行った。 
（実施した即日検査の結果等の詳細については、

分担研究｢MSM およびゲイ・バイセクシャル男性

の HIV 抗体検査受検行動につながる支援｣(本間)
の報告書参照） 
 
5. 保健所等における梅毒啓発を利用した HIV 受

検勧奨 
「保健所における HIV 検査・相談の現状評価

と課題解決に向けての研究(土屋)」と連携して、東

京の保健所における梅毒検査の導入推進を行っ

た。また、初年度には、新宿区保健所とともに女

性向けの梅毒啓発冊子を作成。2 年目には台東区

保健所と協力して男性向けの梅毒啓発冊子を作

成した。 
 
D.考察 
 日本おける現状を考慮した HIV 受検勧奨のた

めには、より効果的な検査手法を組み合わせ、質

の高い検査を拡大していくことが必要である。そ

して、各地域の状況に合った、長期的な戦略をも

った検査体制を構築することが求められている。

本研究においては、自治体モデル構築のための分

担研究を、研究代表者自身が研究を担当して、自

治体行政のエイズ担当者を研究協力者に加える

ことで、各地域の事業につながりやすい研究体制

を作った。さらに、本研究を介して行政と各分担

研究との柔軟な連携をとることで、研究を実行す

るために必要な様々なハードルを乗り越えやす

い環境を整えた。 
 現在、全国で毎年新たに報告される新規 HIV 感

染者の約 3割が東京都から報告されていることか

ら、初年度から 2 年目にかけては東京都を中心と

した分担研究モデルの構築を検討した。東京の受

検勧奨においては、これまでのコミュニティーセ

ンターによる継続的な努力が重要な役割を担っ

てきた。そこで、MSM の分担研究(本間)が計画し

た上野におけるMSM 対象の即日検査会を実施す

るために、台東区保健所での開催へ向けた運用方

法の提案、行政担当者と連携するための調整など

を行った。コミュニティーセンターakta の効果的

な広報によって、検査当日は予想以上の受検者が

集まり、HIV 陽性率 4.3%という高い陽性率の検

査会となった。また、保健所における MSM 対象

の検査会を開催することによって、その後の保健

所における MSM の受検ハードルを低くして、長

期的には保健所での検査の質(陽性率)を高めてい

く効果も期待される。 
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 梅毒の既往感染率をTPLA/TPHA などのTP法

の検査によって評価することは、今後の HIV 受

検勧奨にとっても大きく役立つ可能性が高いと

考えている。本年度の拠点病院における新規 HIV
感染者の調査では、梅毒の既往感染率は約 30%と

全国的に極めて高い数値を示していた。一方で、

上野で行った即日検査会での調査では、HIV 陰性

の MSM における TPLA 陽性者数は 13.3%であ

った。また、国内でも HIV 陽性率の高い検査所と

して知られる南新宿検査・相談室では、エイズ月

間事業(6 月・12 月)の HIV 陰性者における梅毒既

感染率は約 5%となっていた。 
東京都の地域性が異なる３つの保健所における

梅毒既往感染率の調査では、F 保健所 1.3%、K 保

健所 2.3%、S 保健所 2.3%と、東京都内でも地域

によって陽性率が大きく異なっていることがわ

かった。 
 さらに本年度は、郵送検査における梅毒既往感

染率の調査も行った。代表的な郵送検査会社 A で

実施された梅毒 TPHA 検査の、2016 年における

陽性率は 1.4%であった。このことから、現状の郵

送検査においては、HIV 感染のハイリスク層の受

検者は、決して多くはないものと予想された。し

たがって、今後は郵送検査についても、ハイリス

ク層への受検勧奨が必要と考えられた。 
 また、｢ゲイ向け出会い系アプリを利用した南

新宿検査・相談室への受検勧奨｣の調査において

は、水・土・日から、ネットの予約枠が埋まって

いく状況が把握された。そして、曜日については、

さらに予約枠を増やすことで、受検者も増える可

能性もあった。週末の土日だけでなく、平日の水

曜も同様であったことから、梅毒検査の検査が実

施されている曜日を優先して、検査予約が行われ

たと考えられた。このように、梅毒検査を追加す

ることが、HIV 受検勧奨としても有効に機能して

いく可能性が示唆された。 
 近年、保健所における検査数の低下が指摘され

るようになっているが、単に一般的な検査キャン

ペーンによって検査数だけを増やしても、現場の

負担が増加するだけになってしまう。従って今後

は、検査数の多さを目標とするのではなく、検査

の質(陽性率)を高めるような方向性が求められて

いくべきであると考える。しかし、日本における

HIV 罹患率を考えると、その陽性率をもって検査

の質を評価するのは難しいことから、新たに参考

となる分析・評価の基準として梅毒の既往感染率

を利用することを提案したい。本年度の調査によ

ってわかった、それぞれの現場における梅毒の既

往感染率を基準として参考にすることで、より鋭

敏に保健所検査や即日検査会における HIV 検査

の質を評価することが可能となる。そして、梅毒

の既往感染率を HIV 検査の目安とすることで、

保健所での検査を量的な評価から、質的な評価へ

転換しいていくきっかけになることも期待され

る。また、保健所の現場では、仮に HIV 検査の結

果が陰性であっても、梅毒の既往感染があれば、

その後の HIV 感染リスクが高い可能性を考えて、

効率的に性感染予防の啓発を行うことができる

だろう。 
 また、現在は全国的に梅毒が急増していること

から、社会的な関心も大きく、メディアも含めた

情報発信をしやすい状況にある。新たに保健所や

医師会を通じての梅毒研修を行うことも可能な

環境もあり、すでに東京都では地区医師会と保健

所へ向けた梅毒に関する啓発研修会を開催した。

そして、その中で梅毒既感染者への HIV 検査勧

奨に関する情報提供も行うことができた。保健所

や診療現場で梅毒の感染予防啓発を行うことは、

同時に HIV 感染リスクの高い対象者への予防啓

発にもつながる。さらに、梅毒等の性感染症の既

往がある場合には、HIV 検査も保険適応となって

いることから、診療所等での HIV 検査を行い易

くなるという利点もある。 
 初年度から 2 年目にかけては、東京を中心とし

た受検勧奨の研究を行うことで、今後の自治体モ

デルを構築していく上で基本となる研究体制を

確立した。これまでの検査体制で受検勧奨を行い

にくい検査対象者としては、地方の MSM、年齢
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の高い層の MSM、異性間の感染者、外国人など

があげられる。次年度以降は、地方県も複数選択

して加えることで、地域にあった受検勧奨の方法

を検討も開始している。 
 
E.結論 
 早期診断には、より効果的な検査手法を組み

合わせ、質の高い検査を拡大していくことが必

要である。そして、各地域の状況に合った、長

期的な戦略をもった検査体制を構築することが

求められる。本研究では、我が国の現状に合っ

た、より質の高い検査体制を整備していくため

に、自治体と連携した検査体制のモデルを構築

していくことを目指している。初年度は、東京

都における検査モデルの構築を検討し、研究協

力者に自治体行政のエイズ担当者を加え、保健

所やコミュニティーセンタ、そして他の分担研

究とも柔軟な連携をとることで、各地域の事業

につながりやすい研究体制を作った。 
また、梅毒を利用した HIV 検査の受検勧奨と検

査の質的な評価分析を行うために、全国拠点病院、

南新宿検査・相談室、都内保健所、そして上野で

の即日検査における梅毒既往感染率の調査を行

った。今回の調査結果によって、梅毒既往感染率

を利用した HIV 検査の受検勧奨を行うために必

要な、基礎的なデータを収集することができた。

これによって、今後はより鋭敏に各検査の質を評

価することが可能となり、流行している梅毒と関

連づけた HIV 検査啓発を開始することができる

だろう。来年度以降は、地方県も複数選択して加

えることで、地域にあった受検勧奨の方法を検討

していく方針である。さらに、年齢の高い層の

MSM、異性間の感染者、外国人など、これまでの

検査体制では受検勧奨を行いし難くかった検査

対象者への対策も検討していく予定である。 
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